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「ワンマンケン」 


























































ところで 「ワンマンケン」 の 「ワンは only oneのone」 
で、「マンとケンは man-dog」 です。すなわち、「それぞ
れにかけがえのないman とdogのペアを養成し、ペアご









私の BREAKTHROUGH 体験 





『SIAM ～ Journal on Control and Optimization』 




研究者の興味を引き、ヨー ロッパ数学会の 『European 

















の breakthrough 体験です。 
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年生の 「環境科学セミナー」 および1 年生の導入教育
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図 3 遺伝子治療用製剤の調製工程 
図 1 名古屋大学の先端医薬医療の治験実施システム 
図 2 遺伝子治療用製剤の調製工程 




































法のGMP （Good Manufacture Practice） に準拠した設
備装置を設置し、臨床試験用遺伝子製剤 （リポソーム
製剤） を調製し、患者に対して臨床研究を行なってき
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が行われることになっています。 図 2 はその遺伝子治










帝京科学大学 学長補佐 事務局長  飛 田 眞 澄（e-mail:tobita@ntu.ac.jp） 


































○NPO 法人 RDA（Riding for the Disabled Association） 










































会および桂川東部地域協議会と   シジミ調査の様子 
シジミ調査と里山保全教育への取り組み 
         環境科学科 教授 落合鍾一 （e-mail: ochiai@ntu.ac.jp） 
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会員数は現在約 40 名です。 
 




























メディア情報システム学科 助教授 木村 龍平（e-mail: kimura@ntu.ac.jp） 
  技術職員 山本 庸二（e-mail: yohji@ntu.ac.jp）
前期定期試験も終盤の7 月 30 日に山梨県富士北麓
教育事務所主催の夏休み親子体験教室が本学で開催
されました。昨年につづく 2 年目の開催で、メディア情
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編集後記 ： ①私が産業界から本学の経営工学科に着任してから13 年、今年の3 月に最後の卒業生を送り出し、4 月からメデ
ィア情報システム学科に籍を置いて全学科・全学年の学生諸君を対象に、「これからの経済社会」、「これからの産業企業」、「会社
の仕組み」、「職業と社会生活」 という授業を担当しています。卒業研究ではこれまで 「上野原の目抜き通りの商店街を通り抜ける
国道 20 号線の交通実態調査」、「JR 上野原駅の乗客乗降調査」、「地域通貨の上野原への適用可能性」 など地域社会に密着し
たテーマを取り上げましたが、卒業研究最後のテーマは 「地域通貨の決済ネットワー クの構築」 という応用問題になりました。 
②大学に着任して以来山梨について、日照時間は日本一、最高気温と最低気温の差も日本一、だから山梨の果物が美味しい
ことなど多くのことを学びましたが、「ヤマト運輸の宅急便」 が1976 にスタートして8年後、日本の人口の95％、面積の80％に普及





対的に○で善」 であったものごとが灰色であることに変わりがないのに 「相対的に●で悪」 となってしまいます。私たちの日常生
活で、時代の常識ははっきりと 「情」 から 「理」 に向かっています。その流れは伏流水のように目に見えません 
が、今回の総選挙以降 「理」 の流れが表面流になり、山梨に目覚めを促して来ると思っています。 
④「地色という時代の常識」 をどのようにとらえ、対応行動につなげるか、本学を含め生きとし生ける 
ものはすべて襲いかかってくる環境変化（Challenge）に応戦（Response）しつつ生き延びる営みの最中に 
あります。このTUST Newsletter も発刊以来 8 年、本学が地域のみなさま方との交流の中に 「よって、 
もって、立つ」 基盤を築こうとしている姿を読み取っていただければ幸いです。 
メディア情報システム学科 教授 谷口文朗（e-mail:fumio@ntu.ac.jp）  
｢アニマルセラピー｣ と「ロボットセラピー」 
アニマルサイエンス学科 講師 横山章光(e-mail:yokoyama@ntu.ac.jp） 
